
  

 

 

 

 

 

8 月前半は体調不良の園児が増加。感染予防のために水遊びを中止する日がありました。 

後半での水遊び、プール遊びでは、7 月からの経験の積み重ねから「楽しい」という気持ちや

「やってみよう」とする姿が多く見られるようになりました。 

9 月も暑さに十分注意しながら、生活や遊びが充実できるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ８ 日 

磐田市立二之宮こども園 

園 長  松 井  み き 

 

【園目標】たくましい子 【重点】心豊かになろう・丈夫な体になろう・やってみよう、やりつづけてみよう 

7月末から 8月にかけて、磐田市公立幼稚園の

先生方が二之宮こども園に来園。保育をお手伝

いしてくださいました。子ども達は幼稚園の先

生からの働きかけや言葉かけに喜び、応じてい

く姿が見られました。人を信頼する力や自ら関

わる力につながっています。 

幼稚園からの協力に感謝 

歩いた 歩いた！うれしい育ち 

食器洗浄機、無事に設置 

8 月 9 日～10 日、18 日の 3 日間、調理室の食

器洗浄機の導入のため、弁当持参にご協力いた

だき、ありがとうございました。無事に設置す

ることができ、21 日から使っています。調理士

が下洗いした後、機械に入れて数分で洗いとす

すぎが完了。手早く洗浄することができるよう

になりました。 

0歳児がついに歩き始め、大感動。 

保育教諭のもとを目指して、歩く姿は大きな成長で

す。歩いてみようとする意欲や手をついても 

さらに歩こうとする姿にパワーをもらっています。 

お弁当おいしい！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3歳以上児 

年少児は水がかかっても平

気になったり、少しの挑戦に

意欲を示したりするようにな

りました。 

玩具を使って試して遊ぶ時

間をたくさん保障しました。

一人がボトルを持っていない

と水が入れにくいことが分か

り、友達と一緒に力をあわせ

る姿が見られました。 

 今年度は昨年度よりも、自分から水と関わることができるように環境を工夫しました。どの学年の保育教

諭も「～ができるようにしていこう」というよりも「どの子も楽しく遊べるように」という願いで取り組ん

だことによって、子ども達もプレッシャーがなく安心して水と関わりました。心の安心は子どもの意欲のも

とになることを実感。9月からの体を動かす遊びも安心して関われる支えをしていきたいです。 

３歳未満児 

3 歳未満児は自分のしたいこと

を思いきりできる水遊びをテラ

スで展開。自分なりに、先生と

一緒にものを使って水と関わる

気持ちよさを味わいました。 

水と仲良しになりました！ 

年中児・年長児は友達に

刺激を受けて、やってみよ

うと心が動く姿が見られま

した。年長児になると友達

と一緒に手をつないで泳い

だり、集団遊びが盛り上が

ったりしました。 

今年度からプールから好

きな玩具を取れるように保

育教諭が工夫。楽しく水と

関わる、好きな玩具で安心

して水と関わる姿を引き出

すことができました。 

2歳児は友達のしている遊びに 

興味を持つ姿が見られます。玩具

を通して友達とつながります。 



☆９月の行事予定☆              上覧：○印は給食あり 幼稚園枠降園時間 

月 火 水 木 金 土 

    １ 保○ 

  幼 11:00 
２ 保○ 

    始業式 

 

身体測定  

 ～7 日 

保育園枠 

土曜日保育 

４ 保○  

幼弁 14:00 

５ 保○ 

幼○14:00 

６ 保○ 

幼○14:00 

７ 保○  

幼○14:00 

８ 保○  

幼○14:00 
９ 保○  

幼稚園枠 

弁当持参 

幼稚園枠 

給食開始 

   保育園枠 

土曜日保育 

 

保護者会 

奉仕作業① 
１１ 保○ 

幼○14:00 

１２ 保○ 

幼○14:00 

１３ 保○ 

幼○14:00 

１４ 保○ 

幼○14:00 

１５ 保○ 

幼○14:00 
１６ 保○  

 磐田市立南部

中学校職業体

験 (中学生 

8 名が子ども園

の仕事を体験し

ます) 

 年長ゆき

組・年中つ

き組 

祖父母への

手紙投函 
(その他のクラス

は園の簡易ポス

トに投函します) 

総合防災訓練 

年中つき組・

年長ゆき組 

スモークマシ

ーン体験 

保育園枠 

土曜日保育 

 

保護者会 

奉仕作業① 

予備日 

１８ 
１９ 保○ 

 幼○14:00 

２０ 保○ 

幼○14:00 

２１ 保○ 

幼○14:00 

２２ 保○ 

幼○14:00 
２３ 

祝日 敬老の日   年長 ゆき組 

園外保育 

(ひと・ほんの

庭にこっと) 

職員お楽しみ会

（職員による大

運動会） 

祝日秋分の日 

 

保護者会 

奉仕作業② 
２５ 保○ 

幼○14:00 

２６ 保○ 

幼○14:00 

２７ 保〇 

幼○14:00 

２８ 保○ 

幼○14:00 

２９ 保○ 

幼○14:00 
３０ 保○ 

     保育園枠 

土曜日保育 

 

保護者会 

奉仕作業② 

予備日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆9 月 15 日総合防災訓練時のスモークマシーン体験について 

 保育室1部屋に無害の煙を発生させて、火災時の煙の体験をします。つき組・ゆき組の

お子さんで喘息や咳症状があり、参加を希望しない場合は担任にお知らせください。 
 

 

 

☆8 月 7 日から新しい職員が仲間入り 

早坂
はやさか

 あゆ美
み

 保育教諭 フリーとして各クラスの 

補助にあたります。 

9:00～14:00 の勤務です。よろしくお願いします。 

 



☆１０月の主な行事予定☆ 

３日（火） ４日（水） ５日（木） １1 日（水） 12 日（木） 1３日（金） 

年長ゆき組  

就学時健康診断 

富士見小学校 

受付 13:00～ 

年長ゆき組  

就学時健康診断  

竜洋西小学校 

受付 13:00～ 

 
中学生職業体験 
磐田第一中学校 

年長ゆき組  

就学時健康診断  

磐田中部小学校 

受付 13:00～ 

 

年中つき組 
年少にじ・ほし
組 園外保育 
(かぶと塚公園) 

にじ・ほし組 
参観会 
（午前開催 
運動遊び） 

避難訓練 
(引き渡し訓練） 

3 歳以上児 
園外保育 
（かぶと塚公園） 

1６日（月） 19 日（木） 21 日（土） 27 日(金) 31 日(火)  

内科検診 
12:15～ 

つき組  宮本いき

いきサロン 

つき組・ゆき組 
運動会 
雨天の場合 
:22 日(日) 

ゆき組  

就学時健康診断 

磐田南小学校 

受付 12:30～ 

つくし・れんげ組 

参加会(午前開催) 
 

 

子育て通信   子育ての考え方や試して役に立つ情報をお知らせします。 

夏、家族で過ごし、楽しい出来事があったことでしょう。お出かけをしても、ご家庭で過ごしても、家族 

ならではのエピソードが思い出となっていることと思います。その思い出が将来の親を元気づけてくれ

る大切な事柄であることを先日知りました。今回は未来を見据えた今の大切さをお知らせします。 

「喜びと寂しさと、空の巣症候群」     育児漫画家 高野 優  テレビ寺子屋 8月 20日放送 

我が家の 3姉妹が 7歳、5歳、1歳だった頃、私は子育てに明け暮れ、いつもこんなことを思って 

いました。「自分だけの時間が 1時間あったら、喫茶店でコーヒーをゆっくり飲もう、2時間あったら自分

の好きな洋画を字幕で見たいな。3時間あったら美容院に行って・・・」と一人で妄想していました。 

子ども達は 20歳を超えて、会社員、保育者、大学生になりました。3年前、次女が突然、巣立ちまし 

た。私は勝手に「次女は一番最後に家を出るのではないか」と考えていました。ところが職場の近くに

住みたいからと家を出ることになったのです。 

いざ引っ越しの日、「ここは大事、さっぱり笑顔で見送ろう」と心に決め、平気な顔をして見送りました。

トラックが見えなくなってから私はこんなに涙が出るんだというくらい泣きました。いざ成人を迎えたら、

ただ寂しくて、切なくて、やる気が出ません。「これが噂の空の巣症候群だ」と気づきました。 

子どもはある日突然羽ばたきます。いったいどこにそんな大きな羽を隠しもっていたのかと思うほど

です。「家族サービス」という言葉があります。どんなに疲れていても、子どもの笑顔が見たいが為に 

休みの日は子どものためにという気持ちで関わっていました。それは子どものためのサービスだと 

思っていましたが、今になって違うことに気付きました。 

子ども達が巣立ってぽっかりと開いた穴を埋めるのは、自分が家族サービスと呼んでいた子ども達

と一緒に過ごした時間や笑顔、はしゃいだ表情、泣き顔やぐずっている姿だったのです。その温かな 

思い出が、少しずつ穴を埋め、心を温めてくれます。「家族サービス」は子どもへのサービスではなく、 

自分へのサービス、ギフトだったのです。 

 

「一人の時間がほしい」と思っていたあの頃が、親として 

一番輝いていた宝物の日々だったと思います。 


